








3 例の慢性腎不全患児の心理テスト、カウンセリングを通して、これらの患児の抱える心

理的問題点について検討した。治療法、環境の変化は患児にたいして種々の心理的影響を

及ぼす。とくに、経時的に行なったカウンセリングは、患児および家族の抱える心理的問

題点をより明確にし、適切に対処するうえで不可欠と思われた。長期の医療管理を有する

慢性腎疾患児にたいしては心理の専門家による早期の対策が重要になってくるものと思わ

れる。 


